
令和８年６月１８日 

 

「学校と家庭（地域）のパートナーシップ向上会議」の開催について 
 

教育委員会教職員課 

 

 

１ 背景および目的 

近年、いじめや不登校の増加、多様なニーズをもつ子どもへの個別支援の必要性

の高まりなど、学校を取り巻く状況はより複雑になってきている。また、家庭環境

や保護者等の価値観の多様化が進む中で、地域社会全体で子どもを育てるための関

係づくりが一層重要になっている。学校においては、保護者等からの意見や要望等

に真摯に対応したり、必要に応じて学校運営や教育活動の改善に活かしたりするな

ど、学校と家庭（地域）の信頼関係や連携・協力体制の構築に努めてきた。一方で、

一部の保護者等からの過剰な苦情や不当な要求への対応が、教職員にとって相当の

時間的・精神的な負担となる事例も散見され、学校組織として一貫性のある対応方

針と支援体制の整備が喫緊の課題である。 

そこで、北九州市教育委員会は、子どもにとって最良の教育環境の確保のため、

保護者等とのパートナーシップの一層の向上を目指すガイドラインを策定するこ

ととなった。策定にあたり、具体的な経験や専門的な知見を踏まえた意見等を聴取

するため、学識経験者や学校関係者のほか、民間有識者や保護者代表などからなる

「学校と家庭（地域）のパートナーシップ向上会議」を開催することとした。 

 

 

２ 会議（全３回）のスケジュールおよび検討内容 

回 日程（予定） 内容（予定） 

１ 

令和８年 

７～１０月 

⚫ 本市が目指す学校と家庭（地域）のパートナーシップ 

の向上について 

⚫ ガイドラインの方向性及び論点について 

２ ⚫ ガイドライン（素案）について 

３ ⚫ ガイドライン（最終案）について 

      

令和８年１０月 

⚫ ガイドライン策定 

※ 録音機能付電話機の全校設置のタイミングに合わせて 

公表することを目指す。 

 



区分 氏名 所属等

1 学識経験者 大坪
オオツボ

　靖直
ヤスナオ

　福岡教育大学　名誉教授

2 弁護士 廣重
ヒロシゲ

　純理
ジュンリ

　思永法律事務所　弁護士

3 民間有識者 白石　亮
シライシ　リョウ

　株式会社井筒屋　内部統制室　主席

4
民間有識者
保護者 郷田

ゴ ウ ダ

　郁子
フ ミ コ 　株式会社ミーガルワークス　代表取締役

　北九州市教育委員会　教育委員（保護者委員）

5 保護者 　北九州市ＰＴＡ協議会より推薦

6 学校関係者 臼木
ウ ス キ

　祐子
サ チ コ

　北九州市立清水小学校　校長

7 学校関係者 中川
ナカガワ

　由美子
ユ ミ コ

　北九州市立熊西中学校　校長

8 学校関係者 北野
キ タ ノ

　里香
リ カ

　北九州市立小倉南特別支援学校　校長

9 学校関係者 岩井　俊一
イワイ シュンイチ

　北九州市立曽根小学校　教諭

任期：委嘱の日（令和８年６月末ごろ）～令和９年３月３１日

「学校と家庭（地域）のパートナーシップ向上会議」　構成員一覧（案）
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